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令和２年（2020 年）４月 26 日

い
て
い
る
。
２
０
１
８
年
７
月

30
日
、
厚
労
省
は
婦
人
保
護
事

業
機
関
代
表
、
自
治
体
関
係
者
、

学
識
経
験
者
、
全
国
母
子
生
活

支
援
施
設
協
議
会
代
表
、
全
国

女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
ネ
ッ
ト
理

事
、
若
年
女
性
支
援
の
民
間
団

体
等
の
構
成
に
よ
る
「
困
難
な

問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

を
設
置
し
、
２
０
１
９
年
10
月

11
日
に
「
中
間
ま
と
め
」
が
公
表

さ
れ
「
婦
人
保
護
事
業
の
現
状

と
課
題
」
、
「
婦
人
保
護
事
業
の

運
用
面
に
お
け
る
見
直
し
」
及

び
「
婦
人
保
護
事
業
の
見
直
し

に
関
す
る
新
た
な
制
度
の
基
本

的
な
考
え
方
」
に
関
し
て
基
本

的
な
認
識
を
取
り
ま
と
め
た
。

ま
た
、
２
０
１
６
年
に
は
与
党

Ｐ
Ｔ
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害

根
絶
の
た
め
の
10
の
提
言
」
、

２
０
１
９
年
に
は
与
党
Ｐ
Ｔ

「
婦
人
保
護
事
業
の
運
用
面
に

お
け
る
見
直
し
に
つ
い
て
」
が

出
さ
れ
、
婦
人
保
護
事
業
の
見

直
し
、
性
暴
力
被
害
に
遭
っ
た

女
性
等
を
支
援
す
る
新
法
制
定

の
必
要
性
な
ど
、
７
つ
の
提
言

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府

に
対
し
、
次
の
事
項
を
満
た
し

た
女
性
自
立
支
援
法
（
仮
称
）

の
制
定
を
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
る
。
⑴
女
性
自
立
支
援
法
（
仮

称
）
は
、
理
念
法
や
体
制
整
備

法
で
は
な
く
、
実
効
性
の
あ
る

具
体
的
な
利
用
者
本
位
の
法
制

定
と
す
る
こ
と
。
⑵
人
権
の
擁

護
と
男
女
平
等
の
実
現
を
図
る

こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
な
問
題
に
直
面
す

る
女
性
を
対
象
と
し
た
専
門
的

な
支
援
を
行
う
包
括
的
な
支
援

制
度
に
す
る
こ
と
。
⑶
現
場
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
得
る
支
援
制

度
と
す
る
た
め
に
関
係
者
の
意

見
を
聴
取
す
る
こ
と
。

す
る
立
場
の
者
に
よ
る
わ
い
せ

つ
行
為
・
性
交
等
は
そ
の
対
象

と
な
っ
て
お
ら
ず
、
実
態
に
即

し
て
い
な
い
。
内
閣
府
の
調
査

に
よ
る
と
、
女
性
の
13
人
に
１

人
、
男
性
の
67
人
に
１
人
が
「
無

理
や
り
に
性
交
を
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
約

６
割
が
不
起
訴
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、
い
ま
だ
に
性
被
害
に
遭

っ
て
も
泣
き
寝
入
り
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
人
が
多
い
。
本
年
は

３
年
に
１
度
の
刑
法
の
見
直
し

が
検
討
さ
れ
る
年
で
あ
る
。
性

暴
力
は
人
権
を
傷
つ
け
る
非
人

道
的
な
差
別
行
為
、
精
神
へ
の

殺
害
行
為
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府

に
対
し
、
性
暴
力
の
根
絶
を
目

指
し
、
性
暴
力
の
被
害
者
を
守

る
た
め
、
刑
法
177
条
（
強
制
性

交
等
罪
）
、
刑
法
178
条
２
項
（
準

強
制
わ
い
せ
つ
及
び
準
強
制
性

交
等
罪
）
な
ど
に
つ
い
て
実
態

に
即
し
た
改
正
を
求
め
る
。

□
女
性
自
立
支
援
法
（
仮
称
）

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

国
は
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
な
問
題
を
抱
え
た
女
性

へ
の
支
援
を
、
１
９
５
６
年
制

定
の
売
春
防
止
法
を
根
拠
に

「
婦
人
保
護
事
業
」
と
し
て
行

っ
て
き
た
。
そ
の
後
の
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
に
よ
り
、
２
０
０
１

年
に
は
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
よ
る
Ｄ

Ｖ
被
害
者
が
、
２
０
０
４
年
に

は
人
身
取
引
行
動
計
画
に
基
づ

く
人
身
取
引
被
害
者
が
、
２
０

１
３
年
に
は
ス
ト
ー
カ
ー
法
改

正
に
よ
る
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
者

が
支
援
対
象
に
加
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
売
春
防
止
法
は
制
定

以
来
、
抜
本
的
な
改
正
は
行
わ

れ
ず
、
Ｄ
Ｖ
や
性
暴
力
、
貧
困
、

虐
待
、
居
場
所
の
喪
失
等
々
、

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
女
性

や
子
ど
も
た
ち
へ
の
必
要
な
支

援
が
届
け
ら
れ
な
い
現
状
が
続

◆
旧
三
鷹
市
第
二
体
育
館
解
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　

旧
三
鷹
市
第
二
体
育
館
の
解

体
工
事
に
係
る
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。
契
約
の
方

法
は
、
制
限
付
一
般
競
争
入
札

で
、
契
約
の
金
額
は
４
億
１
千

250
万
円
、
契
約
の
相
手
方
は
株

式
会
社
丸
利
根
ア
ペ
ッ
ク
ス
で

す
。
工
期
は
契
約
確
定
日
の
翌

日
か
ら
令
和
３
年
２
月
26
日
ま

で
で
す
。

◆
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

の
軽
減
措
置
を
引
き
続
き
実
施

す
る
こ
と
に
伴
い
、
令
和
２
年

度
及
び
令
和
３
年
度
の
２
年
間

◆
令
和
元
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
７
億
１
千
894
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
756
億
３

千
425
万
９
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
及
び

地
方
債
の
補
正
を
行
う
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
、
歳
出
予
算

で
は
、
職
員
人
件
費
そ
の
他
の

減
額
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金

の
増
額
、
ま
ち
づ
く
り
施
設
整

備
基
金
積
立
金
の
増
額
、
平
和

基
金
積
立
金
の
増
額
、
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
推
進
関
係
費

の
増
額
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
の
増
額
、
健

金
に
つ
い
て
、
貸
付
け
を
受
け

た
者
等
に
収
入
等
の
状
況
に
つ

い
て
報
告
等
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
す
る
ほ
か
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

課
税
限
度
額
、
所
得
割
額
の

算
定
割
合
及
び
均
等
割
額
を
改

め
る
と
と
も
に
、
低
所
得
者
世

帯
に
対
す
る
均
等
割
額
の
軽
減

判
定
の
所
得
基
準
額
を
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
介
護
福
祉
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

よ
る
低
所
得
者
の
保
険
料
の
軽

減
強
化
に
つ
い
て
、
消
費
税
率

引
上
げ
に
伴
い
更
に
軽
減
措
置

を
拡
充
し
、
令
和
２
年
度
に
お

け
る
保
険
料
の
額
を
改
め
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

企
画
部
、
総
務
部
、
生
活
環

境
部
、
健
康
福
祉
部
及
び
都
市

整
備
部
の
分
掌
事
務
を
改
め
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
印
鑑
登
録
に
関
す
る
成
年

被
後
見
人
に
係
る
欠
格
条
項
の

規
定
を
改
め
る
と
と
も
に
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
公
的
個
人
認

証
方
式
に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
を
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
非
常
勤
職
員
の
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

男
女
平
等
参
画
相
談
員
及
び

顧
問
弁
護
士
に
つ
い
て
、
非
常

勤
職
員
と
し
て
の
職
の
廃
止
を

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に

関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る

た
め
、
支
給
審
査
会
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と

も
に
、
災
害
援
護
資
金
の
償
還

第
１
回
定
例
会

可

決

し

た

議

案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

契
　
約

そ
の
他

意
見
書

当
初
予
算

旧三鷹市第二体育館

そ
れ
ぞ
れ
２
千
141
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
40
億
８
千
510

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
の
内
容
は
、
歳
出
予
算
で

下
水
道
事
業
運
営
費
を
３
千
771

万
７
千
円
減
額
、
流
域
下
水
道

等
処
理
委
託
費
を
５
千
913
万
６

千
円
増
額
す
る
と
と
も
に
、
歳

入
予
算
で
前
年
度
繰
越
金
を
314

万
４
千
円
増
額
、
消
費
税
等
還

付
金
を
１
千
827
万
５
千
円
計
上

す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
元
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
予
算
の
み
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。
補
正
の
内
容
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ど
ん
ぐ

り
山
に
係
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
収

入
を
３
千
200
万
円
減
額
す
る
と

と
も
に
、
同
事
業
に
係
る
繰
入

金
を
３
千
200
万
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。

◆
令
和
元
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
５
千
867
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
43
億
２
千
782

万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
、
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
補
正
予
算
に
合
わ
せ
て
増

額
を
行
う
も
の
で
す
。
歳
入
予

算
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
５
千
867
万
２
千
円
増
額
す
る

と
と
も
に
、
歳
出
予
算
で
広
域

連
合
納
付
金
を
５
千
867
万
２
千

円
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

特
別
会
計
で
は
、
歳
入
の
保
険

料
を
財
源
と
し
て
、
東
京
都
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
保

険
料
負
担
金
を
支
出
し
て
お

り
、
歳
入
に
あ
わ
せ
て
、
歳
出

の
増
額
を
行
う
も
の
で
す
。

□
性
暴
力
の
被
害
者
を
守
る
た

め
に
刑
法
の
改
正
を
求
め
る
意

見
書

　

２
０
１
７
年
６
月
、
性
犯
罪

に
関
す
る
刑
法
が
110
年
ぶ
り
に

改
正
さ
れ
た
が
、
改
正
後
も
な

お
、
同
意
の
な
い
性
行
為
を
し

た
加
害
者
が
処
罰
さ
れ
な
か
っ

た
り
、
昨
年
３
月
に
は
実
の
娘

を
レ
イ
プ
し
た
父
親
が
無
罪
と

な
る
な
ど
、
性
暴
力
事
件
の
無

罪
判
決
が
相
次
い
で
い
る
。
そ

れ
は
「
13
歳
以
上
の
子
ど
も
に

対
す
る
性
行
為
は
成
人
と
同
じ

よ
う
に
扱
わ
れ
る
」
刑
法
の
規

定
や
、
被
害
者
が
激
し
く
抵
抗

で
き
な
け
れ
ば
加
害
者
を
罪
に

問
え
な
い
「
暴
行
・
脅
迫
要

件
」
、
ま
た
「
心
神
喪
失
」
、
「
抗

拒
不
能
」
が
起
訴
の
要
件
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
「
準
強
制
性

交
等
罪
」
が
い
ま
だ
に
存
在
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
国
連
は

２
０
０
８
年
に
日
本
に
対
し
、

性
的
同
意
年
齢
の
引
き
上
げ
を

勧
告
す
る
所
見
を
採
択
し
て
い

る
が
、
明
治
時
代
に
決
ま
っ
た

13
歳
と
い
う
年
齢
は
、
２
０
１

７
年
の
刑
法
改
正
で
は
変
更
さ

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
２
０
１

７
年
の
法
改
正
で
は
、
監
護
者

（
保
護
者
な
ど
）
に
よ
る
わ
い

せ
つ
行
為
・
性
交
等
は
、
子
ど

も
の
同
意
の
有
無
を
問
わ
ず
犯

罪
と
な
っ
た
が
、
教
師
や
家
庭

教
師
、
コ
ー
チ
、
施
設
関
係
者

な
ど
、
子
ど
も
を
保
護
・
指
導

康
福
祉
基
金
積
立
金
の
増
額
、

子
ど
も
・
子
育
て
基
金
積
立
金

の
増
額
、
環
境
基
金
積
立
金
の

増
額
、
ふ
じ
み
衛
生
組
合
関
係

費
の
減
額
、
強
い
農
業
・
担
い

手
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
費
の

計
上
、
学
校
空
調
設
備
整
備
事

業
費
の
増
額
、
学
校
給
排
水
設

備
等
整
備
事
業
費
の
計
上
等
を

行
う
も
の
で
す
。
歳
入
予
算
で

は
、
固
定
資
産
税
の
増
額
、
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
事
業
費

補
助
金
の
増
額
、
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
の
増
額
、
強
い

農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支

援
交
付
金
の
計
上
、
公
立
学
校

施
設
ト
イ
レ
整
備
支
援
事
業
補

助
金
の
計
上
、
土
地
売
払
収
入

の
減
額
、
一
般
寄
附
金
・
総
務

費
寄
附
金
・
民
生
費
寄
附
金
・

衛
生
費
寄
附
金
・
土
木
費
寄
附

金
・
教
育
費
寄
附
金
の
増
額
、
財

政
調
整
基
金
と
り
く
ず
し
収
入

の
増
額
、
大
規
模
改
修
事
業
債

等
の
計
上
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
令
和
元
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
５
千
195
万
６
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
756
億
８
千
621

万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
の
内
容
は
、
歳
出
予
算
で

ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備
基
金
積

立
金
を
５
千
195
万
６
千
円
増
額

す
る
と
と
も
に
、
歳
入
予
算
に

市
町
村
災
害
復
旧
・
復
興
特
別

交
付
金
を
５
千
195
万
６
千
円
計

上
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
元
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
予
算

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算

※
以
上
６
件
の
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
掲
載

の
時
限
措
置
と
し
て
、
審
査
支

払
手
数
料
相
当
額
等
を
関
係
市

区
町
村
の
一
般
財
源
か
ら
負
担

金
と
し
て
支
弁
す
る
こ
と
と
す

る
も
の
で
す
。


